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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数枚のスラットにより構成される日射遮蔽物であって、
　前記スラットの長手方向の一部の箇所に設けられ、該スラットの面に対して左右の補強
板によって凹部となるようなかたちで該スラットの上下縁の途中から該スラットの上下縁
を通る平面に対して所定の傾斜角の方向に傾斜する平板状の角度調整部と、
　前記角度調整部の角度を変えるための操作部材とを備えたことを特徴とする日射遮蔽物
。
【請求項２】
　前記スラットの一方の面の日射反射率及び放射率を比較的大きくし、他方の面の日射反
射率及び放射率を比較的小さくすることを特徴とする請求項１に記載の日射遮蔽物。
【請求項３】
　前記一方の面の日射反射率を０．５以上及び放射率を０．８以上にし、他方の面の日射
反射率を０．３以下及び放射率を０．５以下にし、両面の日射反射率の差を０．３以上と
することを特徴とする請求項２に記載の日射遮蔽物。
【請求項４】
　前記操作部材は、前記角度調整部を貫通する中央の操作紐と、前記角度調整部の室内側
に配置される操作紐と、前記角度調整部の室外側に配置される操作紐と、前記角度調整部
に沿って設けられ、前記室内側及び室外側に配置される操作紐に堅結される支持紐とによ
り構成されることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の日射遮蔽物。
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【請求項５】
　前記スラットの一方の面と他方の面とで色彩が異なることを特徴とする請求項１～４の
いずれか１項に記載の日射遮蔽物。
【請求項６】
　ＸＹＺ表色系のＹ値が、前記スラットの一方の面で５０％以上とし、他方の面を３０％
以下とし、両面のＹ値の差を３０％以上とすることを特徴とする請求項１～５のいずれか
１項に記載の日射遮蔽物。
【請求項７】
　前記角度調整部の前記スラットに対する傾斜角度が（９０度－日射遮蔽物を使用する地
点の緯度±１０度）で規定されることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の
日射遮蔽物。
【請求項８】
　前記角度調整部の横幅は、下方に設けられる前記スラットほど大きく形成されているこ
とを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の日射遮蔽物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数枚のスラットにより構成されるブラインドやシャッタ等の日射遮蔽物に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　建物の窓から室内に射しつける日光は昼光照明効果を有しており、人工照明の使用率を
減らし、照明電力の消費を削減し、冬季には室温を上昇させて暖房消費エネルギを削減す
る。
【０００３】
　その一方で、窓からの直射日光は、室内空間の一部を必要以上に明るくして不快グレア
の要因となり、夏季には余剰な熱を持ち込んで冷房消費エネルギを増大させる要因ともな
る。
【０００４】
　そのため、窓にブラインド等の日射遮蔽物を設置し、日射量を調整することが一般的に
行われている。日射遮蔽物のうちブラインドは、紐の操作によって、スラットを巻き上げ
たり、スラットの角度を変えたりすることで日射量を調整することができ、容易に設置す
ることができるので、多くの建築物の窓に使用されている。
【０００５】
　ブラインドのスラットの角度は、日中の日差しが強い時間帯は、グレア防止の観点から
は、夏冬関係なく、外部からの直射日光を遮るように調整するのが効果的である。また、
スラットの角度の調整は、室内のプライバシーを保護することを目的として行われること
もある。
【０００６】
　以上のように、ブラインドのスラットの角度の調整は、直射日光を遮断するように調整
して不快グレアを軽減させたり、プライバシーを確保したりするだけでなく、室内への日
射熱の侵入量にも影響し、それによって暖房消費エネルギや冷房消費エネルギを変化させ
る。
【０００７】
　スラットの角度の調整が暖房消費エネルギ及び冷房消費エネルギを変化させることに着
目すると、夏季の冷房時には日中の強い光を遮ると共に日射熱の侵入も遮る方がよいが、
冬季の暖房時には日中の強い光を遮るが日射熱はできるだけ受け入れた方がよい。このよ
うにブラインドによって窓から入ってくる強い光を遮る必要性は夏と冬で同じであっても
、省エネルギや温熱快適性を考慮した日射熱の制御に関しては夏と冬で逆になる。
【０００８】
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　例えば特許文献１には、夏は日射熱を遮り、冬は日射熱を受け入れることを考慮したブ
ラインドが開示されている。このブラインドのスラットは波形の形状を持っており、窓と
ブラインドの間に空気を流通させ、スラットが吸収した熱を排出又は回収することを目的
として使用される。また、スラットの上面を日射の高反射面とし、下面を高吸収面として
いるが、スラットの回動可能な範囲は狭く、スラットの両面を直射日光に対して垂直に近
い角度に設定することができない。
【０００９】
　また、特許文献２には、複層ガラス間に設置するブラインドのスラットの片面に日射反
射性膜を、他面に低放射性膜を形成することが開示されている。しかし、スラットの両面
に対し日射反射率と放射率の両方を規定していない。また、特許文献１のブラインドと同
様に、スラットの回転可能な範囲は狭く、スラットの両面を直射日光に対して垂直に近い
角度に設定することができない。
【００１０】
【特許文献１】特開２０００－２４０３７８号公報
【特許文献２】実開平６－８７５９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　従来のブラインドを構成するスラットの角度は操作紐によって調整可能ではあるが、ス
ラットの表面と裏面とを反転させることができる角度が限られており、スラットの両面を
適宜な角度、すなわち直射日光に対して垂直に近い角度に設定することができなかった。
【００１２】
　また、従来技術では、夏季の冷房時には日中の強い光を遮ると共に日射熱の侵入も遮り
、冬季の暖房時には日中の強い光を遮るが日射熱はできるだけ受け入れるように、日射反
射及び日射熱の放射の両特性が適切に設定されていなかった。
【００１３】
　本発明はかかる実情を鑑み、スラットの両面を適宜な角度に設定できるようにすること
を目的とする。更には日射反射及び日射熱の放射の両特性を適切に設定し、省エネルギ効
果、温熱快適性の向上を図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の日射遮蔽物は、複数枚のスラットにより構成される日射遮蔽物であって、前記
スラットの長手方向の一部の箇所に設けられ、該スラットの面に対して左右の補強板によ
って凹部となるようなかたちで該スラットの上下縁の途中から該スラットの上下縁を通る
平面に対して所定の傾斜角の方向に傾斜する平板状の角度調整部と、前記角度調整部の角
度を変えるための操作部材とを備えた点に特徴を有する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、スラットに対して傾斜する平板状の角度調整部の角度を変えることに
よりスラットの角度を変えるようにしたので、スラットの両面を適宜な角度、すなわち直
射日光に対して垂直に近い角度に設定することができる。このように設定することにより
、強い光によるグレアを防ぎながら、スラット間からやわらかい拡散光を取り入れて昼光
照明効果を得ることができる。
【００１６】
　また、スラットの一方の面の日射反射率及び放射率を比較的大きくし、他方の面の日射
反射率及び放射率を比較的小さくすることにより、夏の冷房時には日射反射率及び放射率
が大きい面を室外に向けるように調整し、冬の暖房時には日射反射率及び放射率が小さい
スラットを室外に向けるように調整することで、省エネルギ効果、温熱快適性の向上を図
ることができる。この場合に、上述したようにスラットの両面を直射日光に対して垂直に
近い角度に設定することができるので、日射反射や日射熱の吸収、発散を効率的に行うこ
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とが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して、本発明による日射遮蔽物の好適な実施形態を説明する。図１は
本実施形態の日射遮蔽物であるブラインドの要部を示す図であり、スラット１、角度調整
部４、操作紐８～１０、支持紐１１の位置関係を示し、（ａ）が側面断面図、（ｂ）が正
面図である。また、図２は本実施形態のブラインドの要部を示す斜視図である。
【００１８】
　スラット１は横断面が湾曲形状を有する細長い薄板からなり、図６に示すように、水平
に配置したスラット１を上下に複数枚平行に並べて配置することによりブラインドが構成
される。また、スラット１の材質は、アルミ等の金属からなる。特に材質に限定されるも
のではないが、薄く軽く、遮光性のあるものが好適である。
【００１９】
　スラット１は、例えば素地に表面処理を加えることにより、凸状の面２の日射反射率（
ρ1）及び放射率（ε1）が比較的大きく、凹状の面３の日射反射率（ρ2）及び放射率（
ε2）が比較的小さくなるように構成される。放射率とは、具体的には波長３μｍ以上の
放射能の射出率をいうものとする。日射反射率、放射率はどちらも０～１の範囲の値とな
るが、より好適には、凸状の面２の日射反射率（ρ1）を０．５以上、及び、放射率（ε1

）を０．８以上とし、凹状の面３の日射反射率（ρ2）を０．３以下、及び、放射率（ε2

）を０．５以下とし、また両面の日射反射率の差を０．３以上とする。
　両面の差は大きくした方が効果的であり、面２の日射反射率、放射率を１、面３を０と
するのが理想的ではあるが、技術的に不可能である。また、面２の日射反射率、放射率を
０．９以上、面３を０．１以下とするのは技術的に可能ではあるが、経済性の面から本発
明の実施の形態としては不適切だと考えられるため、経済性の面から容易に実施し得る値
として、本発明の実施の形態において、面２の日射反射率を０．５以上及び放射率を０．
８以上とし、面３の日射反射率を０．３以下及び放射率を０．５以下とした。
【００２０】
　スラット１の両端部付近において、面２に対して凹部となるようなかたちで平板状の角
度調整部４が設けられる。角度調整部４はスラット１の上下縁を通る平面７に対して傾斜
角φで傾斜するように配置され（図１を参照）、左右の補強板６によりスラット１に一体
化されている。なお、角度調整部４はスラット１と一体成形されてもよいし、別体の板材
を組み付けることにより構成されてもよい。
【００２１】
　傾斜角φの適正角度は本発明による日射遮蔽物を使用する地域によって異なるが、（９
０度－本発明による日射遮蔽物を使用する地点の緯度±１０度）とするのが望ましい。
　適正角度を上記のように設定した理由を述べる。まず、春分、秋分における南中時の太
陽からの直射日光をスラット１で垂直に受けられる角度が（９０度－使用する地点の緯度
）となる。一方、一年間の使用、つまり地球の公転周期、地軸の角度及び自転を考慮する
と、前記の春秋分における前記角度では、夏季又は冬季時には南中時の直射日光を垂直か
ら多少ずれた角度で受けることになる。そこで、春秋分を基準とし、夏冬季における角度
の誤差と実際にブラインドを使用する地域の緯度を考慮し、ある程度の許容値を±１０度
とし、本発明の実施の形態において適正角度とした。
【００２２】
　スラット１の角度を変えるための操作紐は操作紐（室外側）８、操作紐（中央）９、操
作紐（室内側）１０の３本からなる。角度調整部４には操作紐用貫通穴５が形成されてお
り、そこに操作紐（中央）９を挿通させる。この場合に、操作紐用貫通穴５の形状は長方
形とし、スラット１の幅方向にあそびをもたせている。
【００２３】
　また、操作紐（室外側）８、操作紐（室内側）１０には、角度調整部４に沿って設けら
れた支持紐１１が堅結される。この支持紐１１は角度調整部４を支持しており、操作紐（
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室外側）８、操作紐（室内側）１０を上下させることで角度調整部４の角度を変えること
ができ、角度調整部４の動きに応じて、スラット１の角度も角度調整部４との傾斜角φを
維持しながら変化する。
【００２４】
　また、図２に示すように、支持紐１１がなす角度と角度調整部４の角度とが一致するよ
うに、スラット１には操作紐（室内側）１０が通る位置に切り込み１２が設けられている
。この場合に、角度調整部４、特に切り込み１２と操作紐用貫通穴５との間の箇所におい
て調整部強度が低下するおそれがあるため、その箇所に薄板状の補強材１３を貼着する等
しており、角度調整部４を補強するのが望ましい。
【００２５】
　なお、スラット１は平板であっても、角度調整部４に対して凸状の面２及び凹状の面３
の位置関係が逆となる湾曲板であっても同様に本発明による効果が得られる。
【００２６】
　図３は夏季の使用に適したクールモード（夏モード）での使用状態を示す図であり、ス
ラット１の面２を室外に向けた状態である。
【００２７】
　図３において、室外からの日射Ｊの大半はスラット１の室外側に向いた面２が受けるが
、面２の日射反射率（ρ1）が大きいので、面２が受けた日射Ｊの大部分（ρ1Ｊ）は反射
して室外に逃げる。
【００２８】
　一方、面２が受けた日射の一部のみによる日射熱（（１－ρ1）Ｊ）はスラット１に吸
収され、スラット１の温度（Ｔ）を上昇させて放射熱として発散される。室外側に向いた
面２が発散する放射熱（Ｅ1）はＥ1＝ε1σＴ4のように放射率（ε1）、ステファンボル
ツマン定数（σ）、及びスラット１の絶対温度（Ｔ）の４乗の積で表され、室外に向けて
発散される。
【００２９】
　それに対して、室内側に向いた面３が発散する放射熱（Ｅ2）はＥ2＝ε2σＴ4で表され
、スラット１の温度Ｔがスラット全体でほぼ均一であるので、放射熱（Ｅ2）は放射率（
ε2）が小さい分だけ室外に向けて発散される放射熱（Ｅ1）よりも小さい。
【００３０】
　このように、本発明を適用したブラインドを使用することにより、室外からの日射の大
部分が室外に反射し、日射熱の多くも室外に向けて発散するので、夏季の冷房負荷の増加
を軽減することができる。
【００３１】
　図４は冬季の使用に適したヒートモード（冬モード）での使用状態を示す図であり、ス
ラット１の面３を室外に向けた状態である。
【００３２】
　図４において、室外からの日射Ｊの大半はスラット１の室外側に向いた面３が受けるが
、面３の日射反射率（ρ2）が小さいので、面３が受けた日射Ｊの一部（ρ2Ｊ）のみが反
射して室外に逃げる。
【００３３】
　一方、面３が受けた日射の大部分による日射熱（（１－ρ2）Ｊ）はスラット１に吸収
され、スラット１の温度（Ｔ）を上昇させて放射熱として発散される。室外側に向いた面
３が発散する放射熱（Ｅ2）はＥ2＝ε2σＴ4のように放射率（ε2）、ステファンボルツ
マン定数（σ）、及びスラットの絶対温度（Ｔ）の４乗の積で表され、室外に向けて発散
されるが、放射率（ε2）が小さいためにその放射量も小さい。
【００３４】
　それに対して、室内側に向いた面２が発散する放射熱（Ｅ1）はＥ1＝ε1σＴ4で表され
、スラット１の温度Ｔがスラット全体でほぼ均一であるので、放射熱（Ｅ1）は放射率（
ε1）が大きい分だけ室外に向けて発散される放射熱（Ｅ2）より大きい。
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【００３５】
　このように、本発明を適用したブラインドを使用することにより、室外からの日射の一
部のみを室外に反射し、日射熱の多くが室内に向けて発散するので、室内にパッシブヒー
ティング効果をもたらし、暖房消費エネルギを軽減することができる。
【００３６】
　図５には、角度調整部４の操作によりスラット１の角度を変化させる様子を示す。操作
紐を上下させることによる角度調整部４の回動可能範囲は、図５（ａ）から（ｅ）に示す
範囲、すなわち１８０度である。
【００３７】
　図５（ａ）は図３にも示したクールモードでの使用状態を示す図であり、スラット１の
面２が日射に対して垂直に近い角度に設定される。このクールモードでは、既述したよう
に、面２が受けた日射の大部分を反射し、日射熱の多くを室外に発散させるのに適してい
る。
【００３８】
　図５（ｂ）はオープンモードでの使用状態を示す図であり、スラット１が略水平に設定
され、室外の眺望を得るのに適している。
【００３９】
　図５（ｃ）はライトモードでの使用状態を示す図であり、スラット１が日射と平行に近
い角度に設定され、光を積極的に室内に受け入れるのに適している。
【００４０】
　図５（ｄ）はクローズモードでの使用状態を示す図であり、スラット１が略垂直に設定
された状態であって、日射及び室外からの視線を遮断するのに適している。
【００４１】
　図５（ｅ）は図４にも示したヒートモードでの使用状態を示す図であり、スラット１の
面３が日射に対して直角に近い角度に設定される。このヒートモードでは、既述したよう
に、面３が受けた日射による日射熱の大部分をスラット１に吸収させ、その吸収熱の多く
を室内側に発散させるのに適している。
【００４２】
　なお、図２に示すように操作紐用貫通穴５においてスラット１の幅方向に調整部あそび
を持たせたので、スラット１の角度を変化させるに際して、図５に示すスラット１の回転
軸１４は、図５（ａ）～（ｅ）の角度設定のいずれの場合においても一定に維持され、操
作紐の上げ下げによるスラット１の回転軸のぶれを無くすことができる。
【００４３】
　以上のように、角度調整部４を最大限１８０度の範囲で回転させることにより、角度調
整部４と傾斜角φだけ傾くスラット１には、図５（ａ）～（ｅ）に示す角度の選択性を与
えることが可能となる。特に、図５（ａ）、（ｅ）に示すように、スラット１の両面２、
３を室外側の上方に向けることができるので、直射日光に対して直角に近い角度に設定す
ることが可能になり、日射反射や日射熱の吸収、発散を効率的に行うことが可能になる。
【００４４】
　なお、本実施の形態では、日射反射率及び反射率を凸状の面２で比較的大きく設定し、
凹状の面３に比較的小さく設定したが、設定を逆にしても、同様の効果が得られる。つま
り、スラット１の凸状の面２の日射反射率（ρ1）及び放射率（ε1）を比較的小さく、凹
状の面３の日射反射率（ρ2）及び放射率（ε2）を比較的大きくするように構成する。
この場合、図５（ａ）がヒートモード（冬モード）、図５（ｅ）がクールモード（夏モー
ド）となる。
【００４５】
　本実施形態では、図６に示すように、各スラット１の角度調整部４の横幅を下方のスラ
ット１ほど逐次大きくする。ブラインドの巻き上げはすべてのスラット１を水平に近い角
度にして行うが、角度調整部４の横幅を下方のスラット１ほど逐次大きくすることにより
、ブラインドの巻き上げ時に、下方のスラット１の角度調整部４上に上方のスラット１の
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角度調整部４を重ね合わせることができ、ブラインドを隙間なく巻き上げることができる
。
【００４６】
　また、ブラインドを使用する際に、使用者が使用条件に合わせ適切なスラット１の面を
判断しやすいように、スラット１の面２、３の色彩を異ならせるようにしてもよい。また
、スラット１の面２、３に施す色彩をＸＹＺ表色系で表した場合、Ｙ値は明度に相当する
ものであり、Ｙ値は多くの場合反射率と一致する。つまり、Ｙ値が５０％以上となると反
射率が０．５以上となり、Ｙ値が３０％以下となると反射率が０．３以下となる。ここで
、一方の面で、Ｙ値が５０％以上、もう一方の面で３０％以下とし、両面でのＹ値の差が
３０％以上であるようにすれば、色彩により反射率を設定可能となり、また使用者が適切
な面を視覚で十分に判断することができるため、日射反射と日射熱の吸熱、発散を効率的
に、かつブラインドの取扱性を向上させることができる。
【００４７】
　また、面２、３に色彩を施す場合に、その色彩がスラット１の素地の色彩であってもよ
いし、素地に表面処理を加えた皮膜の色彩であってもよいし、各種塗膜による色彩であっ
てもよい。一般的には、高反射、高放射面は白色又は明るい有彩色、低反射、低放射面は
濃い目の無彩色又は有彩色が適している。特に日射反射率と放射率を設定することと、そ
れぞれの面を視覚で判断するための色彩を施すことを同時に行うようにすれば、コストの
削減効果が期待できる。
【００４８】
　また、本実施の形態におけるスラット１に対する日射反射率、放射率の加工は、特に限
定されるものではなく、塗装、めっき、蒸着処理等、選択性を有する。
【００４９】
　なお、本発明の日射遮蔽物は、窓に対して室内に設置してもよいし、室外に設置しても
かまわない。また、二重窓の間の空間や多重ガラスの間の空間に設置してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本実施形態の日射遮蔽物であるブラインドの要部を示す図であり、（ａ）が側面
断面図、（ｂ）が正面図である。
【図２】本実施形態のブラインドの要部を示す斜視図である。
【図３】クールモード（夏モード）での使用状態を示す図である。
【図４】ヒートモード（冬モード）での使用状態を示す図である。
【図５】角度調整部４の操作によりスラット１の角度を変化させる様子を示す図である。
【図６】本実施形態におけるブラインドの要部正面図である。
【符号の説明】
【００５１】
１　スラット
２　面
３　面
４　角度調整部
５　操作紐用穴
６　補強版
７　平面
８　操作紐
９　操作紐
１０　操作紐
１１　支持紐
１２　切り込み
１３　補強材
１４　回転軸
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